
 

 

６年生   実践事例   

「世界に誇る都市 京都」 

 

指導目標 ◎京都にある多くの世界遺産や名所、名跡の歴史的な背景を調べ、その文化財とし

ての価値に気づくことができる。 

◎市内めぐりの活動を経て、世界遺産や名所・名跡やそこを訪れていた観光客の方に

ついてグループでまとめることができる。 

◎近年の観光客の増加に伴う、渋滞や混雑といった問題について話し合い、解決策を

話し合うことができる。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

1200 年以上の歴史があり、世界遺産等の名所が多く存在する自分たちのまちの魅力

について、観光客の目線で調査し、考えることで、観光客の増加によって起こってい

る問題を理解し、公共交通機関を利用し歩いてまちをめぐることで、それらの問題を

解決する方法を考え、環境問題についても気づくことができる。 

対象学年 ６年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 ４０コマ   

学習構成  

１．京都の魅力について考える 

２．観光客が訪れる世界遺産や名跡 

３．市内めぐりをする 

・自分たちが思う京都の魅力と、観光客の視線での京都の魅力を考え、比

較する。 

・観光客が訪れる世界遺産や名跡について話し合い、観光客が訪れている

ことを調査する方法を考える。 

・地図を用いて、市内めぐりの交通手段や範囲を確認し、訪れたい名跡を

話し合い、計画を立てる。訪れる世界遺産や名跡を図書資料やパソコン

で調べる。 

・実際に市内めぐりをし、歴史や文化に触れるとともに、そこを訪れる人々

に目を向ける。 

・市内めぐりで訪れた場所・訪れていた人々・歴史等をまとめる。 

４．市民と観光客が共に利用しやすい移動システムを考える 

・多くの観光客で市民がバスに乗ることができないという問題があること

から、市民と観光客が共に市バスを利用しやすいシステムを考える。 
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【学習指導案】 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

  



 

 

【板書計画】 

 

 

 

 

 




